
ロ
ナ
感
染
拡
大
か
ら
３
年
が
過

ぎ
、
よ
う
や
く
リ
ア
ル
交
流
の
兆

し
が
見
え
て
き
た
。

こ
の
３
年
間
、
協
会
は
オ
ン
ラ

イ
ン
交
流
と
い
う
手
法
に
よ
り
、

洛
陽
、
上
海
、
天
津
と
の
間
で
青

少
年
、
医
療
分
野
の
交
流
を
継
続

し
、
新
た
な
活
動
ス
タ
イ
ル
を
築

い
て
き
た
。

新
活
動
ス
タ
イ
ル
を
構
築

む
し
ろ
強
固
に
親
密
に

こ
の
間
、
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る

各
都
市
の
人
民
対
外
友
好
協
会
と

の
関
係
は
、
む
し
ろ
強
固
に
親
密

に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
だ
け
に
今

後
の
活
動
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
リ
ア

ル
交
流
を
折
り
混
ぜ
な
が
ら
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
推
進
し
て
い

き
た
い
。

そ
し
て
活
動
を
支
え
て
い
く
組

織
を
活
性
化
す
る
た
め
に
、
交
流

行
事
や
事
務
局
の
実
務
に
主
体
的

に
関
わ
っ
て
も
ら
い
、そ
の
中
で
、

組
織
の
若
返
り
と
代
替
わ
り
を
推

進
し
て
い
き
た
い
。

新
春
互
礼
会
は
、
会
員
を
中
心

に
来
賓
や
中
国
人
留
学
生
学
友
会

も
迎
え
て
に
ぎ
や
か
に
開
か
れ

た
。
中
国
駐
大
阪
総
領
事
館
総
領

事
代
行
の
方
煒
氏
、
衆
議
院
議
員

の
逢
沢
一
郎
氏
、
岡
山
市
長
の
大

森
雅
夫
氏
が
挨
拶
し
た
。

ま
た
、
伝
統
衣
装
で
舞
い
な
が

ら
瞬
時
に
〝
面
〟
を
付
け
替
え
て

変
身
し
て
い
く
中
国
の
伝
統
芸

能
・
四
川
劇
〝
変
面
〟
シ
ョ
ー
が

披
露
さ
れ
、
会
場
を
大
い
に
盛
り

上
げ
た
。

今
年
は
協
会
発
足
42
年
目
。
コ

組
織
の
若
返
り
を
推
進

友
好
活
動
の
連
携
支
援

連
携
支
援
活
動
で
は
、
県
内
各

地
域
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
友
好

活
動
の
支
援
を
、積
極
的
に
行
い
、

す
そ
野
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
専
門
家
の
皆
さ
ん
の
支

援
を
得
て
、
中
国
留
学
生
を
は
じ

め
県
内
の
中
国
の
方
々
へ
の
法
律

相
談
と
い
う
新
た
な
試
み
に
も
挑

戦
し
た
い
。

日
中
両
国
間
に
は
懸
案
事
項
も

多
々
あ
る
だ
け
に
、
日
中
平
和
友

好
条
約
締
結
45
周
年
の
本
年
は
、

日
中
友
好
の
真
価
が
問
わ
れ
る
年

で
も
あ
る
。

い
か
な
る
風
雨
の
中
で
も

市
民
み
ん
な
で
日
中
友
好

い
か
な
る
風
雨
の
中
で
も
動
じ

な
い
『
市
民
み
ん
な
で
日
中
友

好
！
』
の
大
き
な
流
れ
を
創
っ
て

参
り
ま
し
よ
う
！

白
玉
蘭
賞
、職
業
奉
仕
賞

松
井
専
務
理
事
受
賞

松
井
三
平
専
務
理
事
は
、
こ
の

ほ
ど
、
上
海
市
か
ら
「
白
玉
蘭
記

念
賞
」
を
、
岡
山
南
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
か
ら
「
職
業
奉
仕
賞
」
を

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
た
。

白
玉
蘭
記
念
賞
は
、
上
海
市
が

友
好
交
流
に
尽
力
し
た
と
し
て
外

国
人
に
贈
ら
れ
て
い
る
。
県
内
か

ら
の
受
賞
者
は
、
故
・
江
草
安
彦

旭
川
荘
名
誉
理
事
長
を
は
じ
め
４

人
目
。

職
業
奉
仕
賞
は
、
ロ
ー
タ
リ
ア

ン
の
職
業
奉
仕
理
念
に
基
づ
き
、

地
域
で
地
道
に
奉
仕
活
動
と
取
り

組
ん
で
い
る
職
業
人
に
贈
ら
れ
て

い
る
。

開
会
に
先
立
ち
、
物
故
者
に
対

し
て
黙
祷
。
総
会
で
は
、
土
井
章

弘
会
長
が
「
最
近
、
人
の
交
流
も

盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
あ

た
り
で
（
コ
ロ
ナ
禍
も
）
終
息
す

る
の
で
は
な
い
か
」
と
期
待
を
込

め
て
挨
拶
。

議
事
に
入
り
前
年
度
（
２
０
２

２
年
度
）
の
事
業
報
告
書
、
活
動

計
算
書
を
承
認
、役
員
改
選
の
後
、

新
年
度
の
事
業
計
画
書
案
、
活
動

予
算
書
案
を
審
議
、
原
案
通
り
決

定
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
理
事
に
備
前

法
律
事
務
所
長
の
佐
藤
弘
一
氏
が

新
た
に
選
任
さ
れ
た
。他
は
再
任
。

参
与
に
は
、
松
田
正
巳
氏
（
山

陽
新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長
）
中

島
基
善
氏
（
岡
山
県
経
済
団
体
連

絡
協
議
会
座
長
）里
見
俊
樹
氏（
Ｒ

Ｓ
Ｋ
山
陽
放
送
代
表
取
締
役
社

長
）
が
新
た
に
会
長
よ
り
委
嘱
さ

れ
た
。（
名
簿
は
２
面
）

記
念
講
演
で
は
、
矢
掛
町
教
育

長
の
山
部
英
之
氏
が
約
２
０
０
人

の
聴
衆
を
前
に
約
１
時
間
に
わ

た
っ
て
「
論
語
再
発
見
！
」
に
つ

い
て
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。

教
育
、青
少
年
、福
祉
交
流
促
進
、財
政
健
全
化

　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岡
山
市
日
中
友
好
協
会
（
土
井
章
弘
会
長
）
は
、
２
月
18
日
、
岡
山
市
北
区
駅
元

町
の
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
岡
山
で
、
２
０
２
３
年
度
（
令
和
５
年
度
）
定
期
総
会
と
記
念

講
演
会
、
新
春
互
礼
会
を
開
い
た
。
総
会
で
は
〝
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
〟
時
代
に
向
け
て
の
活
動
方
針
を
決

定
。
重
点
目
標
と
し
て
は
、
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
45
周
年
記
念
事
業
の
実
施
、
教
育
・
青
少
年
交

流
や
医
療
福
祉
交
流
の
促
進
、
財
政
の
健
全
化
と
会
員
拡
大
な
ど
。
決
意
を
胸
に
新
環
境
下
で
の
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。（
関
連
記
事
２
、
３
、
４
面
）

2023年度
定期総会

歴
史
を
鑑
と
し
て
未
来
に
平
和
友
好
を

歴
史
を
鑑
と
し
て
未
来
に
平
和
友
好
を

今
年
は
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
45
周
年

今
年
は
日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
45
周
年

祝祝

講演会（山部英之講師）「論語再発見！」「仁義礼智信」講演会（山部英之講師）「論語再発見！」「仁義礼智信」

日中友好新春互礼会日中友好新春互礼会

国際情勢／日中米関係激動の中
今年こそ真価が問われる年今年こそ真価が問われる年今年こそ真価が問われる年

定期総会（●●：土井会長）定期総会（●●：土井会長）
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約
束
し
、
記
念
撮
影
を
し
て
交
流

の
幕
を
閉
じ
た
。（
小
菅
恵
美
・
記
）

① 

洛
陽

－

岡
山　

都
市
交
流

　

 

１
９
８
１
年　

春
の
こ
と

　

 

日
中
不
穏
を　

の
り
越
え
て

　

 

世
々
代
々
に　

縁
結
び

② 

周
恩
来
総
理　

肝
胆
相
い

　

 

照
ら
す
岡
崎　

嘉
平
太
翁

　

 

心
の
お
も
い　

深
け
れ
ば

　

 

両
市
の
友
好　

幕
開
け
り

③ 

黄
河
の
流
れ　

瀬
戸
の
海

　

 

牡
丹
と
桃
の　

花
の
香
よ

　

 

王
城
公
園　
　

後
楽
園

　

 

そ
ぞ
ろ
に
愛
す　

常
永
遠
に

岡
山
市
日
中
友
好
協
会
と
洛
陽

市
人
民
対
外
友
好
協
会
の
オ
ン
ラ

イ
ン
交
流
会
が
昨
年
10
月
21
日
、

岡
山
市
の
岡
山
旭
東
病
院
「
あ
さ

が
お
ル
ー
ム
」
で
開
か
れ
た
。

岡
山
側
は
土
井
章
弘
会
長
、
黒

住
昭
子
副
会
長
、
松
井
三
平
専
務

理
事
、
洛
陽
側
は
洛
陽
市
外
事
弁

公
室
の
葉
恵
玲
主
任
（
対
外
友
好

協
会
会
長
）、
白
志
斌
副
主
任
、

蔡
志
副
主
任
、
洛
陽
市
人
民
対
外

友
好
協
会
の
張
璞
副
会
長
、
于
愛

紅
前
事
務
局
長
等
が
参
加
し
た
。

お
互
い
に
双
方
の
交
流
の
様
子

や
経
過
を
紹
介
し
、
将
来
に
向
け

て
の
決
意
を
確
認
。
相
互
訪
問
を

　
　
　
　
　
　
　 　

　

　令
和
５
年
度
事
業
計
画
書
・
活
動
予
算
書

　
　
　
　役
員
改
選

　
　
　
　
　
　
　 　

　

　令
和
５
年
度
事
業
計
画
書
・
活
動
予
算
書

　
　
　
　役
員
改
選

定
期
総
会
特
集

定
期
総
会
特
集

２
０
２
３
年
度（
令
和
５
年
度
）

２
０
２
３
年
度（
令
和
５
年
度
）

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

岡
山
市
日
中
友
好
協
会
　役
員
一
覧
表

岡
山
市
日
中
友
好
協
会
　役
員
一
覧
表

役 

職

氏　
　
　

名

所　
　
　
　
　

属

顧　

問

伊
原
木　

隆　

太

岡
山
県
知
事

大　

森　

雅　

夫

岡
山
市
長

槇　

野　

博　

史

岡
山
大
学
長

相
談
役

片　

山　

浩　

子

前
会
長
、
岡
山
外
語
学
院
理
事
長

会　

長

土　

井　

章　

弘

岡
山
旭
東
病
院
総
院
長

副
会
長

宮　

本　

光　

研

長
泉
寺
名
誉
住
職

永　

山　

久　

人

下
津
井
電
鉄
代
表
取
締
役

黒　

住　

昭　

子

黒
住
教
婦
人
会
長

森　

田　
　
　

潔

岡
山
大
学
名
誉
教
授
、
上
海
交
通
大
学
客
員
教
授

専
務
理
事

松　

井　

三　

平

ア
ジ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
代
表
取
締
役

理　

事

牛　

田　

和　

子

広
報
委
員
会

山　

本　

直　

樹

広
報
委
員
会

荒　

木　

敏　

雄

事
業
担
当

猪　

木　

正　

実

広
報
委
員
会

岡　

﨑　
　
　

登

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
岡
山
取
締
役

塚　

村　

淑　

子

塚
村
造
園
土
木
取
締
役

岡　

﨑　

郁　

子

吉
備
国
際
大
学
特
任
教
授

星　

野　

耕　

平

青
年
部
代
表

横　

溝　

政　

資

イ
タ
ヤ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
取
締
役

佐　

藤　

弘　

一

備
前
法
律
事
務
所
所
長

監　

事

高　

渕　

宣　

雄

ビ
ジ
ョ
ン
経
営
研
究
所
所
長

室　

賀　

康　

史

室
賀
ネ
ジ
機
工
代
表
取
締
役

参　

与

逢　

沢　

一

郎

衆
議
院
議
員

山　

下　

貴　

司

衆
議
院
議
員

加　

藤　

浩　

久

岡
山
県
議
会
議
長

和　

氣　
　
　

健

岡
山
市
議
会
議
長

楠　

木　

忠　

司

岡
山
市
洛
陽
市
友
好
都
市
議
員
連
盟
顧
問

田　

尻　

裕　

二

岡
山
市
洛
陽
市
友
好
都
市
議
員
連
盟
会
長

磯　

野　

昌　

郎

元
岡
山
市
洛
陽
市
友
好
都
市
議
員
連
盟
会
長

松　

田　
　
　

久

岡
山
市
国
際
交
流
協
議
会
会
長

竹　

井　

千　

庫

岡
山
県
日
中
懇
話
会
会
長

岡　

本　
　
　

啓

岡
山
県
日
中
教
育
交
流
協
議
会
会
長

漆　

間　

宣　

隆

岡
山
県
宗
教
者
の
会
会
長

加　

計　

孝
太
郎

加
計
学
園
理
事
長
・
岡
山
理
科
大
学
総
長

井　

尻　

昭　

夫

岡
山
商
科
大
学
学
長

貝　

畑　

雅　

二

貝
畑
学
園
理
事
長

松　

田　

正　

巳

山
陽
新
聞
社
代
表
取
締
役

末　

光　
　
　

茂

旭
川
荘
理
事
長

中　

島　

基　

善

岡
山
県
経
済
団
体
連
絡
協
議
会　

座
長

髙　

木　

晶　

悟

ト
マ
ト
銀
行
取
締
役
社
長

里　

見　

俊　

樹

Ｒ
Ｓ
Ｋ
山
陽
放
送
代
表
取
締
役
社
長

土　

井　

雅　

人

テ
レ
ビ
せ
と
う
ち
代
表
取
締
役
社
長

（
顧
問
、
相
談
役
及
び
参
与
は
会
長
の
委
嘱
に
よ
る
）

１　事業実施の重点目標
（１）
（２）
（３）
（４） 日中医療福祉交流の促進
（５）

（１）特定非営利活動に係る事業

歴史を鑑として未来に日中平和友好を繋ごう
日中平和友好条約締結45周年記念事業を実施しよう
日中教育交流と青少年交流を更に促進しよう 

財政の健全化－会員拡大と継続事業強化
２　事業の実施に関する事項

定款
の事
業名

事 業 内 容 実施日時 実施場所
従事者の

人数

受益対象
者の範囲
及び人数

支出見込
額（千円）

◆相互訪問団の派遣と受入れ 秋期 岡山市・洛陽市 5名
50名
一般

300

◆教育交流の促進 通年 岡山 2名
市民
会員

100

◆文化・音楽交流の促進 3月 岡山市・洛陽市 ２名  120名 300

◆その他各界各分野での交流 通年 岡山市・洛陽市 ２名 100名 100

◆友好交流事業、特に教育分野 通年 3名
10名
一般

175

◆友好交流事業、特に医療福祉分野 通年 3名
10名
一般

300

◆ 日 中 青 年 交 流 事 業 「 STUDENT
EXCHANGE 」支援（岡山県日中教育
交流協議会）協力

通年
岡山県内学校・
上海市・洛陽市

2名 100名 100

◆記念講演会 随時 岡山市内 20名
120名
一般

100

◆日中友好新春互礼会 2月18日 岡山市内 20名
70名
一般

200

◆日中平和友好条約４５周年記念事
業

随時 岡山市内 10名
会員
一般

300

◆青年部活動の支援 随時 岡山市内 青年部
会員
一般

50

◆中国茶会 随時 岡山市内 7名
会員
一般

0

◆中国駐大阪総領事館との連絡強
化・開催行事への参加

通年 岡山県内・大阪 1名
役員
会員

100

◆岡山県中国留学生学友会と交流 通年 岡山県内 3名
50名

留学生
50

◆法律相談サービス 通年 岡山県内 1名 中国人 100

◆会報「岡山と中国」発行 年３回～ 岡山市・県内 7名
300名
一般

500

◆ホームページ更新＆ＳＮＳ活用 随時 岡山・中国 1名 一般 360

◆中国語会話教室の運営
4月、10月
開講

協会事務所 3名
15名
一般

600

◆中国語研修会を開催 随時 市内 2名
10名
一般

100

◆企業派遣中国語研修 通年 岡山県内企業 2名
30名
一般

50

◆岡山浪乗り会 通年 協会事務所 3名
30名
一般

50

◆中国語通訳翻訳サービス 通年 協会事務所 2名
5名
一般

517

◆（公財）日中友好会館・助成「日中植
林・植樹国際連帯事業」緑化協力

１月～12

月
洛陽市新安県 2名 会員・一般 10,447

◆協会会員拡大・財政強化 通年 岡山県内 理事 市民・県民 100

◆販売事業 通年 岡山県内 １名 2,100

４．協会会報の発行等の広報活動

５．中国語の普及、留学生派遣

6.中国の環境保護、災害支援活動

7.その他目的の達成に必要な事業

8.その他の事業

②上海市との活動促進

１．日本及び岡山と中国各都市間における各界各分野の交流の促進及び協力

①洛陽市との友好都市交流活動促進

④日中友好交流団体との協力活動支援

２．日中相互理解を促進するためのイベント、講演会、研修会等の開催及び協力

３．在日中国人との交流と支援

②天津市との活動促進

③岡山県下各都市と友好都市間交流支援

令和５年度　事 業 計 画 書
（令和5年1月1日から令和5年12月31日まで）

特定非営利活動法人　岡山市日中友好協会

大森雅夫氏大森雅夫氏
（岡山市長）（岡山市長）

逢沢一郎氏逢沢一郎氏
（衆議院議員）（衆議院議員）

方煒氏方煒氏
（駐大阪総領事館総領事代行）（駐大阪総領事館総領事代行）

中国人留学生学友会中国人留学生学友会

四川劇「変面」ショー四川劇「変面」ショー 講演する山部英之氏講演する山部英之氏

交
流
実
績
を
高
く
評
価

今
年
の
相
互
訪
問
を
約
束

《
岡
山
・
洛
陽
の
交
流
報
告
》

洛
陽
・
岡
山
交
流
の
う
た

（
作
詞
・
宮
本
光
研
）

各報告書の詳細及び各年度毎の推移等については
協会ホームページをご覧ください。
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特定非営利活動に
係る事業

その他の事業 合計

Ⅰ 経常収益
１．受取会費

一般会員受取会費 1,000,000 1,000,000
賛助会員受取会費 1,500,000 1,500,000

２．受取寄附金
受取寄附金　　 1,000,000 1,000,000
施設等受入評価益

３．受取助成金等
受取助成金〔（公財）日中友好会館助成〕 10,447,000 10,447,000
受取補助金 50,000 50,000

４．事業収益
2,500,000 2,500,000
1,000,000 1,000,000

2,400,000 2,400,000
５．その他収益

受取利息 100 100
雑収益 39,900 39,900

17,537,000 2,400,000 19,937,000
Ⅱ 経常費用

１．事業費
人件費
給料手当（事業費） 1,800,000 1,800,000
通勤費（事業費） 120,000 120,000
　人件費　計 1,920,000 0 1,920,000
その他経費

2,000,000 2,000,000
委託外注費（事業費） 500,000 500,000
諸謝金（事業費） 10,000 10,000
印刷製本費（事業費） 320,000 320,000
会議費（事業費） 200,000 200,000
旅費交通費（事業費） 20,000 20,000
通信運搬費（事業費） 100,000 100,000 200,000
消耗品費（事業費） 100,000 100,000
新聞図書費（事業費） 20,000 20,000
水道光熱（事業費） 70,000 70,000
地代家賃（事業費） 1,051,000 1,051,000
広告宣伝費（事業費） 100,000 100,000
諸会費（事業費） 20,000 20,000
リース料（事業費） 20,000 20,000
租税公課（事業費） 1,000 1,000
支払い助成金（事業費） 10,447,000 10,447,000
支払寄附金（事業費） 100,000 100,000
　その他経費　計 13,079,000 2,100,000 2,100,000

14,999,000 2,100,000 17,099,000
２．管理費

人件費
給料手当 187,500 187,500
通勤費 30,000 30,000
人件費計 217,500 217,500
その他経費
委託外注費 150,000 150,000
印刷製本費 100,000 100,000
通信運搬費 30,000 30,000
消耗品　費 50,000 50,000
水道光熱費 20,000 20,000
地代家賃 116,000 116,000
賃借料 10,000 10,000
広告宣伝費 15,000 15,000
新聞図書費 50,000 50,000
諸会費 20,000 20,000
リース料 1,000 1,000
租税　公課 1,000 1,000
支払手数料 50,000 50,000
　その他経費　計 613,000 613,000

783,000 783,000
15,782,000 2,100,000 17,882,000

当期経常増減額 1,755,000 300,000 2,055,000
Ⅲ 経常外収益 0
Ⅳ 経常外費用

　過年度損益修正損

経理区分振替額 300,000 △ 300,000 0
当期正味財産増減費 2,055,000

　前期繰越正味財産額 7,114,118
　次期繰越正味財産額 9,169,118

受託事業収益
自主事業収益

科目

売上高

　　経常収益　計

（１）

（２）

仕入高（事業費）

　　　　 事業費　計

（１）

（２）

　　　　管理費　計
　経常費用　計

経常外費用計

[税込]（単位：円）

令和５年度　活 動 予 算 書
（令和5年1月1日から令和5年12月31日まで）

特定非営利活動法人　岡山市日中友好協会

科目
Ⅰ経常収益

  １受取会費

    一般会員受取会費 829,000 

    賛助会員受取会費 1,320,000 2,149,000 

  ２受取寄付金

    受取寄付金 234,000 

  ３受取助成金等

    受取助成金 1,758,823 

  ４事業収益

    自主事業収益 968,930 

    受託事業収益 1,318,065 2,286,995 

  ５その他収益

    受取  利息 57 

    雑  収  益 15,425 15,482 

        経常収益  計 6,444,300 

Ⅱ経常費用

  １事業費

    (1)人件費

      給料  手当(事業) 181,250 

      通  勤  費(事業) 9,900 

        人件費計 191,150 

    (2)その他経費

      委託外注費(事業) 1,277,789 

      諸  謝  金(事業) 172,507 

      印刷製本費(事業) 346,805 

      会  議  費(事業) 301,700 

      旅費交通費(事業) 20,245 

      通信運搬費(事業) 124,672 

      消耗品  費(事業) 112,019 

      水道光熱費(事業) 106,880 

      地代  家賃(事業) 1,051,380 

      リ ー ス料(事業) 32,314 

      租税  公課(事業) 1,860 

      支払手数料(事業) 12,750 

      支払助成金(事業) 1,717,000 

      雑      費(事業) 5 

        その他経費計 5,277,926 

          事業費  計 5,469,076 

  ２管理費

    (1)人件費

      給料  手当 51,066 

      通  勤  費 3,300 

        人件費計 54,366 

    (2)その他経費

      委託外注費 106,180 

      印刷製本費 9,101 

      旅費交通費 41,072 

      通信運搬費 58,436 

      消耗品  費 84,583 

      水道光熱費 11,863 

      地代  家賃 116,820 

      新聞図書費 10,200 

      諸  会  費 18,000 

      リース  料 3,590 

      租税  公課 4,100 

      支払手数料 75,515 

        その他経費計 539,460 

          管理費  計 593,826 

            経常費用  計 6,062,902 

              当期経常増減額 381,398 

Ⅲ経常外収益

    経常外収益  計 0 

Ⅳ経常外費用】

    経常外費用  計 0 

        税引前当期正味財産増減額 381,398 

          当期正味財産増減額 381,398 

          前期繰越正味財産額 6,732,720 

          次期繰越正味財産額 7,114,118 

金額
[税込]（単位：円）

令和４年度　活 動 計 算 書
（令和4年1月1日から令和4年12月31日まで）

特定非営利活動法人　岡山市日中友好協会

定款
の事
業名

事 業 内 容 実施日時 実施場所
従事者の
人数

受益対象者
の範囲及び

人数

支出額
（千円）

◆春節に会長ビデオメッセージ 1月27日 岡山旭東病院 ２名 洛陽市民 363

◆河南省内友好都市交流会議 7月21日 オンライン（鄭州） 1名
岡山市・協

会
0

◆中国人民対外友好協会主催友
好都市交流会議（オンライン）

12月1日 オンライン（北京） 2名
洛陽市岡山

市民
0

◆医療交流オンライン会議（２回）
2022/7/5 、
11/16

岡山旭東病院 10名
天津市
岡山市

0

③上海市との交流

　　日中教育交流支援 9月～ 岡山県・上海奉賢区 ４名 岡山生徒 0

◆日中青年交流事業支援
（県日中教育交流協議会協力）

9月～
中国上海市、洛陽市の
各学校と日本の各学校

４名
500名

児童生徒
0

◆玉野市日中友好協会総会講演 5月22日 玉野市 ４名
３０名

玉野市民
0

◆新見市国際交流協会・信陽市獅
河区とのオンライン交流

11月30日 新見市・河南省信陽市 ２名
１０名

新見市民
0

◆丹羽宇一郎氏オンライン講演会 2月26日
ANAクラウンプラザホテ
ル岡山

１５名
70名

会員・一般
526

◆中国残留孤児問題学習会 3月26日 県国際交流センター ５名
50名

会員・一般
27

◆第16回自治体国際化表彰・総務
大臣表彰受賞

5月20日 書面にて郵送 １５０名 会員 0

１．日本及び岡山と中国各都市間における各界各分野の交流の促進及び協力

①友好都市・洛陽市との交流

②天津市との交流

④日中友好交流団体活動支援

２．日中相互理解を促進するためのイベント、講演会、研修会の開催及び協力

特定非営利活動に係る事業
２　事業の実施に関する事項

１　事業の成果
日中国交正常化50周年を記念し、講演会や映画上映協力活動等様々な活動を実施、国交正常化の意義と初心に
返って友好を考える契機とした。コロナ感染の影響が続く中、洛陽市、上海市、天津市との間でオンラインによる友好
交流、医療交流、教育交流を継続してきた。５月には岡山で初めて自治体国際化表彰・総務大臣賞を受賞し、40年
間の「市民みんなで日中友好」の草の根友好活動が国レベルで評価された。組織的には、認定ＮＰＯ法人の更新手
続きが完了し向こう5年間の認定法人としての活動が継続できることとなった。今後、認定としての税控除などの優位
性点を活かして、組織強化と活動の活性化につなげていく。賛助会員も増加し協会の組織強化とともに市民的支持
の拡大につながっている。

令和４年度　事 業 報 告 書
（令和4年1月1日から令和4年12月31日まで）

特定非営利活動法人　岡山市日中友好協会

◆総務大臣表彰講評会・意見交換
会

6月10日 東京丸の内ホテル １名 20名総務省 0

◆重森三玲ドキュメンタリー上映会 2023/6/11、12
岡山県立美術館、吉備
中央町吉川公民館

８名
120名/70名
会員・一般

85

◆映画「再会の奈良」上映協力 ７月１日～７日 シネマクレール丸の内 ２名 会員・一般 0

◆中国茶の会 1/13～、全７回 協会事務所 １名
5～11名会
員・一般

6

◆長泉寺寺子屋文化講座講演 6月7日 長泉寺 ２名 20名一般

◆戸毛敏美先生講演会 12月3日 県立図書館 ５名
30名会員・

市民
147

◆薛剣総領事一行来岡 7月18日 岡山市・吉備中央町 4名 会員・市民 15

◆オンライン会議 9月29日 オンライン 2名
８０名
留学生

0

◆日中国交正常化50周年記念コ
ンクール・作文応募

7月～12月 総領事館 3名 会員・児童 2

◆総領事館会議への参加 12月5日 ホテルニューオオタニ 11

◆中国人留学生学友会との交流 春季、下記 青年・留学生 0

◆会報「岡山と中国」発行 年４回 岡山県内 5名 会員・一般 466

◆ホームページ更新 通年 インターネット 1名 一般 0

◆中国語会話教室・中級 毎週月曜日 協会教室 1名 ３名 295

◆岡山浪乗り会（故中山時子先生
監修中国語発音訓練）主催

毎週水曜日 協会事務所・ZOOM ２名
5名～７名

一般
0

◆中国語通訳・翻訳サービス 通年 協会事務所 3名 一般 1,122

6.中国の環境保護、災害支援活動

◆第2期（公財）日中友好会館助成
「日中植林・植樹国際連帯事業」

2022/10/1～ 洛陽市新安県石井鎮 1名
洛陽市民
700万人

2,404

07.その他目的達成に必要な事項

３．在日中国人との交流と支援

４．協会会報の発行等の広報活動

５．中国語の普及、留学生の派遣

定款
の事
業名

事 業 内 容 実施日時 実施場所
従事者の
人数

受益対象者
の範囲及び

人数

支出額
（千円）
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１
／
11
… 

洛
陽
市
人
民
対
外
友
好

協
会
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）

１
／
14
…�

総
会
準
備
委
員
会
（
協

会
）

１
／
18
…�

総
領
事
館
主
催
日
中
友

好
賀
詞
交
歓
会
（
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
オ
タ
ニ
大

阪
）

１
／
24
…�

岡
山
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
よ
り
職
業
奉
仕
賞

受
賞（
松
井
専
務
理
事
）

１
／
24
…�

植
林
・
植
樹
国
際
連
帯

事
業
助
成
説
明
会
（
Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
）

１
／
26
…�

本
年
度
第
一
回
理
事
会

（
協
会
）

１
／
29
…�

吉
備
真
備
の
足
跡
を
訪

ね
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
（
協
会
、
県
日
中

懇
話
会
等
主
催
）

１
／
30
…�

岡
大
農
学
部
嶋
教
授
訪

問
・
緑
化
交
流
協
議（
岡

大
農
学
部
）

２
／
１
…�

山
部
矢
掛
教
育
長
来
局

（
協
会
事
務
所
）

２
／
９
…�

総
会
準
備
委
員
会
（
協

会
事
務
所
）

２
／
18
…�

令
和
５
年
度
協
会
総

会
・
講
演
会
・
互
礼
会

開
催
（
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ

ン
ホ
テ
ル
岡
山
）

２
／
21
…�

県
精
神
科
医
療
セ
ン

タ
ー
中
島
理
事
長
訪
問

２
／
21
…�

緑
化
助
成
金
送
金
（
洛

陽
新
安
県
）

３
／
９
…�

高
見
英
夫
さ
ん
宅
へ
お

見
舞
い
（
総
社
市
）

３
／
17
…�

「
岡
山
と
中
国
」
３
月

号
発
行
・
発
送
（
協
会

事
務
所
）

る
と
思
わ
れ
る
し
、
そ
れ
に
は
言

語
が
果
た
す
役
割
が
重
要
に
な
っ

て
く
る
。

日
本
語
は
、
発
音
は
易
し
い
が

文
法
が
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
敬
語
の
中
に
も
尊
敬
語
、
謙

譲
語
、
丁
寧
語
が
あ
っ
て
、
留
学

生
も
苦
心
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

日
本
が
中
国
か
ら
学
ん
だ
漢
語
や

四
字
熟
語
な
ど
も
大
量
に
あ
る
上

に
、
英
語
を
初
め
と
す
る
外
来
語

も
溢
れ
て
い
る
。

漢
字
の
読
み
か
た
に
も
音
読
み

と
訓
読
み
が
あ
り
、
１
字
の
漢
字

の
読
み
か
た
が
10
通
り
以
上
あ
る

の
も
珍
し
く
な
い
。
だ
が
、
た
だ

難
し
い
と
敬
遠
す
る
の
で
は
な

く
、
そ
う
な
っ
て
い
る
社
会
を
知

る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
自
国
で

は
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
こ

と
も
、
他
の
国
々
か
ら
見
れ
ば
理

解
に
苦
し
む
こ
と
は
多
い
。

外
国
語
を
学
び
マ
ス
タ
ー
す
る

に
は
、
そ
の
国
の
歴
史
・
文
化
・

習
慣
・
思
考
法
な
ど
を
知
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
単
に
表
面
的
な

言
葉
を
学
ん
で
も
意
味
が
な
い
の

で
あ
る
。
ま
ず
自
国
を
知
り
、
隣

国
を
知
り
、
そ
の
上
で
世
界
の
窓

を
開
く
た
め
に
外
国
語
を
学
ぶ
、

そ
れ
が
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
。

　
　

〇　
　

〇　
　

〇

国
際
会
議
は
２
０
２
２
年
12
月

20
日
、
中
国
・
四
川
文
化
芸
術
学

院
で
開
か
れ
た
も
の
で
、
中
国
、

台
湾
、
日
本
、
韓
国
か
ら
９
人
の

大
学
教
授
が
参
加
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
活
発
な
議
論
を
展
開
。
日
本
か

ら
は
岡
﨑
郁
子
教
授
が
参
加
し
中

国
語
で
研
究
発
表
し
た
。
第
２
回

の
会
議
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

▼
一
昨
年
の
自
治
体
国
際
交
流
表

彰
（
総
務
大
臣
賞
）
に
続
き
、
昨

年
は
上
海
市
か
ら
白
玉
蘭
賞
を
、

今
年
に
入
っ
て
岡
山
南
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
職
業
奉
仕
賞
を

頂
い
た
。
後
の
２
つ
の
賞
は
個
人

名
で
は
あ
る
が
、
岡
山
市
日
中
友

好
協
会
所
属
と
し
て
頂
い
た
も
の

で
、
協
会
と
し
て
嬉
し
い
出
来
事

だ
っ
た
▼
白
玉
蘭
賞
は
、
１
９
８

４
年
か
ら
の
内
山
完
造
顕
彰
事

業
、
そ
し
て
旭
川
荘
が
進
め
て
い

た
福
祉
交
流
の
サ
ポ
ー
ト
と
今
日

ま
で
継
続
し
て
い
る
青
少
年
交
流

事
業
が
評
価
さ
れ
た
。
職
業
奉
仕

賞
は
下
津
井
電
鉄
の
永
山
久
人
氏

の
推
薦
で
、
42
年
間
協
会
活
動
に

尽
力
し
て
き
た
こ
と
を
讃
え
て
頂

い
た
▼
私
事
で
あ
る
が
、今
年
は
、

私
が
京
都
丹
波
の
田
舎
か
ら
岡
山

へ
来
て
50
年
と
い
う
節
目
の
年
に

な
る
。
中
西
寛
治
さ
ん
と
の
出
会

い
で
、
内
山
完
造
さ
ん
の
足
跡
に

触
れ
、
大
げ
さ
に
言
え
ば
岡
山
の

輝
か
し
い
日
中
友
好
の
伝
統
を
受

け
継
ぐ
事
業
に
関
わ
っ
て
き
た
こ

と
を
光
栄
に
思
う
▼
本
年
も
総

会
・
論
語
講
演
会
・
変
面
シ
ョ
ー

も
飛
び
出
し
た
互
礼
会
の
新
春
行

事
が
盛
会
裏
に
終
了
し
、
ウ
イ
ズ

コ
ロ
ナ
時
代
の
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な

ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た
▼
日
中
友
好

の
置
か
れ
て
い
る
環
境
は
必
ず
し

も
順
風
満
帆
で
は
な
い
が
、
民
間

交
流
を
継
続
し
発
展
さ
せ
、
ア
ジ

ア
と
世
界
の
人
々
の
平
和
安
定
に

寄
与
す
る
と
い
う
意
義
は
少
し
も

褪
せ
て
い
な
い
。
新
た
な
時
代
の

要
請
を
見
据
え
な
が
ら
、
会
員
の

皆
様
と
と
も
に
今
年
も
一
歩
一
歩

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。�　

（
松
）

に
な
る
。

そ
の
後
長
い
戦
乱
の
時
代
を
経

て
、
１
６
０
０
年
頃
か
ら
は
外
国

と
の
交
易
を
絶
つ
鎖
国
政
策
を
布

く
。
唯
一
交
易
を
認
め
た
国
は
ポ

ル
ト
ガ
ル
、
次
い
で
オ
ラ
ン
ダ
で

あ
る
。
故
に
日
本
に
残
る
外
来
語

に
は
、
現
在
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
や

オ
ラ
ン
ダ
語
が
多
く
使
わ
れ
て
い

る
。例

え
ば
、
カ
ス
テ
ラ
、
パ
ン
、

天
ぷ
ら
、
タ
バ
コ
、
コ
ッ
プ
、
ボ

タ
ン
な
ど
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ガ

ラ
ス
、
ポ
ン
プ
、
ブ
リ
キ
、
ラ
ン

プ
、
ラ
ン
ド
セ
ル
、
オ
ル
ゴ
ー
ル

な
ど
は
オ
ラ
ン
ダ
語
で
、
日
本
人

の
日
常
生
活
の
中
に
浸
透
し
て
い

る
。

文
明
開
化
と
外
国
語

2　

２
０
０
年
以
上
続
い
た
鎖
国

を
経
て
明
治
時
代（
１
８
６
８
年
）

に
な
る
と
、
諸
外
国
と
の
交
流
が

一
気
に
始
ま
り
、
諸
外
国
の
多
様

な
言
語
を
学
ぼ
う
と
す
る
姿
勢
が

明
治
政
府
の
み
な
ら
ず
、
民
間
に

も
興
っ
て
く
る
。

以
来
１
５
０
余
年
、
外
国
語
教

育
は
一
貫
し
て
重
要
視
さ
れ
て
き

た
。
医
学
は
、
江
戸
時
代
に
オ
ラ

ン
ダ
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
た
め
、

医
者
を
目
指
す
人
び
と
は
懸
命
に

オ
ラ
ン
ダ
の
医
学
書
を
日
本
語
に

訳
し
て
学
ん
だ
。
し
か
し
、
明
治

時
代
に
な
る
と
、
ド
イ
ツ
医
学
を

学
ぶ
よ
う
に
な
り
、
そ
の
伝
統
が

１
０
０
年
以
上
に
亘
っ
て
続
き
、

は
じ
め
に

日
本
の
歴
史
に
お
い
て
、
い
つ

頃
か
ら
外
国
と
の
接
点
を
持
ち
、

外
国
語
に
触
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
か
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
そ
し

て
現
在
の
外
国
語
教
育
に
ど
の
よ

う
に
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
る
の

か
と
い
う
現
状
を
述
べ
る
。

い
つ
外
国
語
が
伝
わ
っ
た

1　

中
国
で
発
明
さ
れ
た
漢
字
が

日
本
に
伝
わ
っ
た
の
は
、
４
世
紀

後
半
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
以
前
の
日
本
に
は
、
話
し
言
葉

は
あ
っ
て
も
文
字
は
な
か
っ
た
。

漢
字
に
接
す
る
よ
う
に
な
る

と
、
話
し
言
葉
の
１
字
に
漢
字
１

字
を
当
て
て
、
文
章
を
す
べ
て
漢

字
で
表
記
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

世
界
最
古
の
長
篇
小
説
の
一
つ

と
さ
れ
る
紫
式
部
著『
源
氏
物
語
』

か
ら
現
在
ま
で
、
同
一
言
語
・
同

一
国
家
の
文
学
が
１
４
０
０
年
も

の
長
き
に
亘
っ
て
続
い
て
き
た
の

は
奇
跡
で
あ
る
ら
し
い
。し
か
し
、

そ
れ
は
日
本
人
に
と
っ
て
は
外
国

語
で
あ
る
は
ず
の
中
国
語
で
、
自

身
の
言
語
を
表
現
し
て
き
た
こ
と

つ
い
最
近
ま
で
医
者
の
書
く
カ
ル

テ
は
ド
イ
ツ
語
に
拠
っ
て
い
た
。

新
た
な
学
校
教
育
制
度
が
ス

タ
ー
ト
す
る
と
、
第
一
外
国
語
は

英
語
、
第
二
外
国
語
は
ド
イ
ツ
語

と
フ
ラ
ン
ス
語
が
主
流
と
な
る
。

特
に
大
学
教
育
で
は
そ
の
ス
タ
イ

ル
は
永
遠
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
、

長
く
続
い
た
も
の
で
あ
る
。

外
国
語
大
学
が
設
立
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
、
中
国
語
、
ロ
シ
ア

語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
朝
鮮
語
を
は

じ
め
、
多
様
な
言
語
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

第
２
外
国
語
論
議

3　

現
在
の
状
況
を
次
に
述
べ

る
。
日
本
で
は
、
日
本
人
の
通
う

学
校
で
、
韓
国
語
と
称
し
て
教
え

る
学
校
は
な
い
。
外
国
語
講
座
を

放
送
し
て
い
る
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

で
も
韓
国
語
と
言
わ
ず
ハ
ン
グ
ル

を
使
う
。
大
韓
民
国
と
朝
鮮
民
主

主
義
人
民
共
和
国
の
双
方
に
配
慮

し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
元
は
も
ち

ろ
ん
朝
鮮
民
族
の
話
す
朝
鮮
語
だ

か
ら
朝
鮮
語
と
し
て
も
よ
さ
そ
う

な
も
の
だ
が
、
そ
う
す
れ
ば
韓
国

の
人
び
と
の
反
感
を
買
う
こ
と
に

な
る
。

北
朝
鮮
を
支
持
す
る
、
在
日
朝

鮮
人
組
織
で
あ
る
朝
鮮
総
連
の
指

導
の
も
と
、
運
営
さ
れ
て
い
る
朝

鮮
学
校
が
日
本
に
あ
る
が
、
そ
こ

で
は
朝
鮮
語
と
し
て
教
え
て
い

る
。
韓
国
が
設
立
を
主
導
し
た
韓

国
学
校
も
日
本
に
は
あ
り
、
韓
国

語
を
教
え
て
い
る
が
、
双
方
と
も

各
種
学
校
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
語
は
、
国
名
が
ソ
ビ
エ

ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
と
な

り
、
再
び
ロ
シ
ア
連
邦
と
な
っ
て

も
、
呼
び
か
た
は
変
わ
る
こ
と
は

な
く
、
一
貫
し
て
ロ
シ
ア
語
と
称

し
て
い
る
。

現
在
、
議
論
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
第
二
外
国
語
と
し
て
ど
う
し

て
い
つ
ま
で
も
ド
イ
ツ
語
と
フ
ラ

ン
ス
語
が
強
い
の
か
と
い
う
点
で

あ
る
。
も
っ
と
も
、
ド
イ
ツ
語
や

フ
ラ
ン
ス
語
よ
り
も
、
中
国
語
を

第
二
外
国
語
と
し
て
履
修
す
る
学

生
は
、
人
数
か
ら
い
え
ば
は
る
か

に
多
い
の
が
現
状
で
あ
る
。ま
た
、

韓
国
ド
ラ
マ
や
サ
ッ
カ
ー
の
人
気

が
高
ま
る
中
で
、
学
生
は
ハ
ン
グ

ル
や
イ
タ
リ
ア
語
な
ど
を
学
び
た

い
要
求
が
高
ま
っ
て
い
る
。

中
国
語
を
履
修
す
る
学
生
数
が

多
い
理
由
は
、
も
ち
ろ
ん
隣
国
へ

の
興
味
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
漢
字

を
使
う
中
国
語
の
ほ
う
が
、
ド
イ

ツ
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
よ
り
容
易
に

習
得
で
き
る
と
考
え
て
い
る
向
き

も
あ
る
ら
し
い
。

何
年
勉
強
し
て
も
、
会
話
の
お

ぼ
つ
か
な
い
日
本
の
英
語
教
育
に

う
ん
ざ
り
し
て
い
る
学
生
に
と
っ

て
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
敬
遠
し

た
い
と
の
思
い
か
ら
、
漢
字
を
見

る
と
安
心
感
が
起
こ
る
ら
し
い
。

他
に
は
、
第
一
・
第
二
の
区
別
を

つ
け
ず
、
す
べ
て
の
言
語
を
第
一

と
し
、
学
び
た
い
言
語
の
み
を
２

年
間
履
修
す
る
こ
と
も
可
能
と
す

る
大
学
も
出
て
き
て
い
る
。

多
文
化
交
流
と
多
言
語

4　

こ
れ
か
ら
の
外
国
語
教
育
を

展
望
す
る
と
、
地
球
規
模
で
の
多

文
化
交
流
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な

岡

　﨑

　郁

　子 

（
吉
備
国
際
大
学
特
任
教
授
）

日
本
に
お
け
る
外
国
語
教
育
の
現
状

国際会議
地
球
規
模
で
の
多
言
語
文
化
交
流
（
於
）
中
国
・
四
川

　
　
　文
化
芸
術
学
院
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